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新
横
須
賀
市
史 

通
史
編 

近
世　

目 
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■

序目　
　

次

凡　
　

例

序　

章 
一 
横
須
賀
市
域
の
近
世

第
一
節　

時
期
区
分
と
地
域
の
特
徴
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三

 
 

時
期
区
分　
　

地
域　
　

本
書
の
構
成　
　

五
つ
の
グ
ル
ー
プ

第
二
節　

本
書
の
内
容
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六

 
 

近
世
社
会
の
成
立
と
展
開　
　

浦
賀
奉
行
所
と
浦
賀
湊　
　

浦
賀
湊
の
流
通
と
商
人　
　

半
島
の
往
還
と
継
立
場　
　

半
島
の
暮
ら
し
と
生
業―

農
村
と
漁
村―

　
　

浦
賀
の
町
の
生
活　
　

地
域
の
文
化
と
信
仰　
　

海
岸
防
備
と
ペ
リ
ー
来
航　
　

幕
末
の
三
浦
半
島―
横
須
賀
製
鉄
所
の
建
設―

第
一
章 

一五 

徳
川
家
康
の
関
東
入
国
と
三
浦
半
島

第
一
節　

検
地
と
知
行
割
り
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一七

 
 

小
田
原
北
条
氏
の
滅
亡
と
徳
川
家
康
の
関
東
入
国　
　

天
正
検
地　
　

彦
坂
元
正
の
検
地
と
年
貢
高

知
行
割
り
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第
二
節　

文
禄
検
地
と
長
谷
川
長
綱
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二九

 
 

文
禄
検
地　
　

長
谷
川
長
綱
と
浦
賀

第
三
節　

三
浦
按
針
と
対
外
関
係
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三六

 
 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ　
　

ア
ダ
ム
ズ
、
日
本
に
来
航　
　

家
康
の
謁
見
と
浦
賀
と
の
関
わ
り　

外
交
顧
問
と
し
て
の
活
躍　
　

逸
見
村
と
ア
ダ
ム
ズ　
　

ス
ペ
イ
ン
外
交
と
浦
賀
湊　
　

浦
賀
の
ア
ダ
ム
ズ
屋
敷
と
修
道
院　
　

船
奉
行
向
井
氏
と
ア
ダ
ム
ズ

貿
易
の
隆
盛
か
ら
鎖
国
の
時
代
へ　
　

ア
ダ
ム
ズ
の
死
と
按
針
塚

コ
ラ
ム　

変
貌
す
る
按
針
様
の
イ
メ
ー
ジ
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五二

第
二
章 

五五 

江
戸
時
代
前
期
の
領
主
と
村
々

第
一
節　

領
主
の
変
遷
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五七

 
 

軍
事
的
要
地
と
し
て
の
三
浦
半
島　
　

江
戸
時
代
前
期
の
所
領
配
置　
　

元
禄
の
地
方
直
し

第
二
節　

村
の
構
造
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六七

 
 

村
と
村
高
の
変
遷　
　

佐
原
村
の
概
要　
　

寛
文
八
年
「
人
別
帳
」　　

一
七
世
紀
に
お
け
る
佐
原
村
の
家
々
の
系
譜

第
三
節　

浦
賀
の
原
型
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

八〇

 
 

文
禄
三
年
の
浦
賀
郷　
　

文
禄
段
階
に
お
け
る
浦
賀
村
の
海
岸
線　
　

西
浦
賀
地
域
の
耕
地
と
集
落

田
中
町
か
ら
高
坂
へ
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第
四
節　

東
西
浦
賀
村
の
分
割
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

九四

 
 

元
禄
五
年
の
東
西
浦
賀
村
へ
の
分
割　
　

東
西
浦
賀
村
の
地
理
的
特
性　
　

番
所
の
移
転
と
東
西
浦
賀
の
変
容

第
五
節　

内
川
新
田
の
開
発
と
展
開
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一〇三

 
 

三
浦
半
島
に
お
け
る
新
田
開
発　
　

内
川
新
田
の
開
発　
　

砂
村
新
左
衛
門　
　

内
川
新
田
の
概
要

二
分
さ
れ
た
新
田　
　

新
田
の
維
持
を
め
ぐ
る
諸
相　
　

そ
の
後
の
内
川
新
田

コ
ラ
ム　

夫
婦
橋
の
掛
替
え
費
用
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一一七

第
三
章 

一一九 

浦
賀
奉
行
所
の
成
立
と
機
構

第
一
節　

浦
賀
奉
行
所
の
成
立
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一二一

 
 

下
田
番
所
の
設
置
と
三
崎
番
所
・
走
水
番
所　
　

浦
賀
奉
行
所
の
設
置　
　

浦
賀
奉
行
所
の
職
制

三
方
問
屋
の
役
割　
　

水
主
役

第
二
節　

浦
賀
奉
行
所
の
機
構
と
機
能
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一二七

 
 

浦
賀
奉
行
所
の
機
構
と
機
能　
　

浦
賀
役
所　
　

浦
賀
番
所
と
船
改
め　
　

江
戸
役
所
と
そ
の
機
能

三
崎
役
宅　
　

下
田
用
所
と
難
船
処
理　
　

浦
賀
奉
行
所
の
記
録
管
理　
　

「
浦
賀
史
料
」
と
浦
賀
奉
行
所

第
三
節　

役
知
と
預
所
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一四八

 
 

役
知
・
預
所
と
は　
　

役
知
村
々
・
預
所
村
々
の
変
遷　
　

諸
役
負
担
の
あ
り
方　
　

預
所
と
幕
府
勘
定
所　
　

天
保
一
二
年
不
作
を
め
ぐ
る
勘
定
所
と
の
や
り
と
り　
　

年
貢
の
納
入
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コ
ラ
ム　

浦
賀
奉
行
と
そ
の
知
行
所
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一五八

第
四
章 
一六一 

浦
賀
湊
の
成
立
と
発
展

第
一
節　

江
戸
時
代
の
浦
賀
湊
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一六三

 
 

徳
川
家
康
の
関
東
入
国　
　

菱
垣
廻
船
荷
物
の
入
津　
　

水
揚
商
人
仲
間
と
諸
国
廻
船
の
入
津　
　

幕
末
の
浦
賀
湊
と
物
資
流
通　
　

横
須
賀
市
域
の
湊
の
船
数

第
二
節　

浦
賀
湊
で
の
物
資
流
通
の
諸
相
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一七六

 
 

水
油
を
め
ぐ
る
浦
賀
商
人
と
江
戸
問
屋　
　

塩
の
流
通
と
浦
賀
湊　
　

知
多
半
島
の
醸
造
業
と
大
豆
の
移
出　
　

小
麦
の
集
散
と
浦
賀
湊　
　

東
京
湾
で
獲
れ
た
海
鼠
の
輸
出

第
三
節　

江
戸
時
代
後
期
の
地
域
流
通
の
様
相
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一八七

 
 

幕
末
の
東
京
湾
沿
岸
地
域
の
湊　
　

江
戸
で
集
散
し
た
物
資　
　

武
蔵
国
久
良
岐
郡
町
屋
村
の
古
記
録
か
ら　
　

川
船
役
所
と
浦
賀
湊
の
船　
　

浦
賀
湊
と
片
瀬
湊

コ
ラ
ム　

江
戸
湾
と
い
う
地
名
は
な
か
っ
た
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一九八

第
五
章 

二〇一 

湊
の
商
人

第
一
節　

東
浦
賀
干
鰯
問
屋
の
歴
史
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二〇三

 
 

東
浦
賀
干
鰯
問
屋
の
成
立　
　

干
鰯
問
屋
の
営
業
認
可
を
め
ぐ
っ
て　
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東
浦
賀
干
鰯
問
屋
の
再
興
に
向
け
て　
　

干
鰯
入
荷
の
方
法
と
干
鰯
問
屋
の
変
遷　
　

干
鰯
入
荷
量
の
変
遷
と
鰯
の
不
漁　
　

干
鰯
問
屋
飯
塚
屋
の
経
営　
　

天
保
改
革
と
干
鰯
問
屋　
　

干
鰯
問
屋
再
興
を
め
ぐ
る
事
件

第
二
節　

水
揚
商
人
と
小
宿
の
活
動
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二一九

 
 

水
揚
商
人
仲
間
の
結
成　
　

東
西
浦
賀
村
の
水
揚
商
人　
　

小
宿
と
尾
州
廻
船
取
締
会
所　
　

三
浦
半
島
の
海
防
と
水
揚
商
人

コ
ラ
ム　

水
揚
商
人
の
家
に
伝
来
し
た
写
本
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二二八

第
六
章 

二三一 
三
浦
半
島
の
道
と
交
通

第
一
節　

人
馬
継
立
役
・
水
主
役
と
渡
船
場
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二三三

 
 

半
島
の
道
・
海
の
道　
　

人
馬
継
立
役
の
村
々
と
組
合　
　

役
水
主
の
村
々
と
組
合　
　

渡
船
場
の
村
々

第
二
節　

大
通
行
時
の
負
担
と
三
浦
半
島
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二四七

 
 

社
参
・
上
洛
・
来
聘　
　

享
保
と
安
永
の
日
光
社
参　
　

寛
延
朝
鮮
通
信
使
と
三
浦
郡　
　

天
保
の
日
光
社
参
と
浦
賀
警
備　
　

将
軍
家
茂
の
上
洛
と
浦
賀

第
三
節　

助
郷
負
担
の
拡
大
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二六三

 
 

鎌
倉
雪
之
下
村
助
郷　
　

金
沢
町
屋
村
助
郷　
　

海
防
と
東
海
道
助
郷
へ
の
拡
大

コ
ラ
ム　

横
須
賀
村　

―

陸
の
道
・
海
の
道―
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二七五
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第
七
章 

二七七 

村
の
人
々

第
一
節　

村
々
の
諸
相
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二七九

 
 

変
化
に
富
ん
だ
市
域　
　

支
配
の
多
様
性

第
二
節　

三
浦
半
島
西
側
の
村　

―

秋
谷
村
若
命
家
文
書
を
中
心
に―

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二八一

 
 

秋
谷
村
の
村
況　
　

支
配
の
変
遷　
　

街
道
の
道
橋
普
請　
　

安
政
三
年
の
大
風
雨
被
害　
　

村
役
人
の
制
度　
　

若
命
家
と
秋
谷
村　
　

風
俗
の
乱
れ
と
取
締
役
の
設
置　
　

生
活
の
変
化
と
天
保
改
革　
　

秋
谷
村
と
組
合
村　
　

郡
中
村
々
の
議
定
で
番
屋
を
設
定　
　

水
戸
浪
人
ら
の
ね
だ
り　
　

村
人
の
老
い

第
三
節　

武
山
丘
陵
南
麓
の
村　

―

須
軽
谷
村
鈴
木
明
家
文
書
を
中
心
に―

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二九八

 
 
須
軽
谷
村
の
村
況　
　

御
林
の
あ
る
村　
　

支
配
の
変
遷　
　

浦
賀
奉
行
役
知
・
預
所
村
々
の
組
合
村
制　
　

役
知
村
々
の
年
貢
納
入　
　

そ
の
他
の
負
担　
　

川
越
藩
へ
の
支
配
替
え
に
村
々
が
反
対　
　

た
び
重
な
る
自
然
災
害　
　

人
々
の
生
と
死

第
四
節　

三
浦
半
島
中
央
の
村　

―

衣
笠
村
大
塚
家
文
書
を
中
心
に―

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三〇八

 
 

元
禄
時
代
の
衣
笠
村　
　

文
化
期
と
の
比
較　
　

支
配
の
変
遷
と
旗
本
鈴
木
氏
の
知
行
所
支
配　
　

会
津
藩
支
配
と
万
民
安
穏
の
祈
禱　
　

会
津
藩
主
の
少
将
叙
任
と
村
々
の
負
担　
　

松
平
容
衆
と
家
斉
娘
元
姫
の
縁
組　
　

文
化
一
三
年
の
暴
風
雨
災
害　
　

衣
笠
村
の
子
ど
も
た
ち

第
五
節　

日
記
が
語
る
村
の
暮
ら
し　

―
大
田
和
村
「
浜
浅
葉
日
記
」
の
世
界―

 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三一七

 
 「

浜
浅
葉
日
記
」
の
性
格　
　

浜
浅
葉
家
の
経
営　
　

農
業
暦　
　

商
品
作
物
の
販
売―

綿
と
米―

村
の
遊
び
日　
　

村
の
事
件　
　

村
を
訪
れ
る
人
　々
　

浜
浅
葉
家
の
金
貸
し
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コ
ラ
ム　

元
禄
・
宝
永
・
安
政
地
震
の
被
害
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三二八

第
八
章 

三三一 

漁
場
と
暮
ら
し

第
一
節　

内
海
と
外
海
の
恵
み　

―

多
様
な
魚
種―

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三三三

 
 

海
の
中
は
い
つ
の
時
代
も
同
じ
か　
　

天
保
期
の
内
海
魚
種
・
嘉
永
期
の
外
海
魚
種

第
二
節　

魚
を
運
ぶ　

―

三
浦
半
島
内
外
の
産
物
と
流
通―

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三三九

 
 「

地
産
地
消
」
さ
れ
る
地
域
の
生
産
物　
　

江
戸
城
御
膳
御
用
の
新
肴
場
問
屋
と
付
浦　
　

流
通
ル
ー
ト
と
海
産
物

第
三
節　

漁
場
争
論
は
な
ぜ
起
こ
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三四七

 
 
文
化
七
年
鰹
・
鮪
争
論
の
実
態
と
背
景　
　

イ
ワ
シ
漁
さ
ま
ざ
ま―

漁
法
と
漁
師
の
移
動―

　
　

第
四
節　

地
域
独
特
の
漁
業
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三五六

 
 

特
徴
的
な
見
突
漁
と
小
漁
職　
　

内
水
面
の
漁
撈　
　

漁
業
と
し
て
の
海
藻
肥
料
採
集

第
五
節　

捕
る
・
釣
る　

―
船
と
漁
具
の
い
ろ
い
ろ―

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三六二

 
 

新
規
と
「
古
来
」
の
漁
法　
　

網
漁
・
釣
漁
の
道
具　
　

漁
業
の
船
い
ろ
い
ろ

第
六
節　

食
文
化
の
広
が
り
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三七六

 
 

浦
賀
町
人
の
味
覚
と
村
の
食
事
情　
　
「
河
野
松
之
助
懐
中
覚
」
は
語
る　
　

ペ
リ
ー
来
航
と
和
食
料
理
人　
　

幕
末
維
新
期
の
新
食
材

コ
ラ
ム　

タ
コ
を
捕
り
、
石
を
運
ぶ
漁
師
た
ち
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三八五
ix



第
九
章 

三八七 

湊
町
の
人
々

第
一
節　

浦
賀
の
今
昔
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三八九

 
 

人
口
と
出
身
地　
　

浦
賀
事
跡
考

第
二
節　

浦
賀
の
人
々
の
生
業
と
地
域
性
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三九七

 
 

東
浦
賀
村
の
住
人
構
成　
　

西
浦
賀
村
の
住
人
構
成

第
三
節　

湊
の
維
持
・
管
理
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四〇七

 
 

浦
賀
湊　
　

湊
浚
い　
　

天
保
一
三
年
湊
浚
い
と
築
地
新
町
の
成
立　
　

湊
は
誰
の
も
の

第
四
節　

浦
賀
の
賑
わ
い
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四一八

 
 
衣
食
住
と
湯
屋
・
髪
結　
　

旅
人
宿
と
料
理
屋　
　

東
浦
賀
の
寄
席　
　

「
洗
濯
屋
」
と
盛
り
場
の
形
成　
　

洗
濯
女
と
酌
取
女

コ
ラ
ム　

西
浦
賀
の
町
並
み
を
眺
望
す
る
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四三四

第
一
〇
章 

四三七 

地
域
の
文
化

第
一
節　

三
浦
半
島
の
文
人
た
ち
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四三九

 
 

学
問
と
教
養
の
担
い
手　
　

初
等
教
育
の
普
及　
　
「
近
世
浦
賀
畸
人
伝
」
の
文
人
た
ち

第
二
節　

俳
諧
・
文
芸
の
興
隆
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四四七

 
 

俳
句
を
め
ぐ
る
人
々
の
交
流　
　

与
力
中
島
三
郎
助
の
学
問
と
文
芸

x



第
三
節　

変
革
期
の
社
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四五六

 
 

風
俗
を
糺
す
取
り
組
み　
　

地
域
医
療
を
担
う
医
師
た
ち　
　

流
行
病
の
発
生
と
社
会

第
四
節　

旅
と
娯
楽
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四六八

 
 

江
戸
時
代
の
旅　
　

伊
勢
参
宮
と
西
国
道
中　
　

祭
礼
・
芸
能
興
行

コ
ラ
ム　

相
州
海
岸
に
詰
め
た
彦
根
藩
医
の
記
録
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四七九

第
一
一
章 

四八一 
地
域
の
信
仰

第
一
節　

三
浦
郡
の
寺
社
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四八三

 
 

寺
院
の
組
織
化
と
宗
派
構
成　
　

神
職
や
修
験
の
組
織
化

第
二
節　

寺
院
の
組
織
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四八八

 
 

寺
檀
関
係
と
半
檀
家　
　

寺
院
の
維
持　
　

真
宗
に
み
る
寺
院
組
織
の
変
容

第
三
節　

信
仰
の
競
合
と
併
存
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

四九六

 
 

高
野
聖
の
檀
那
廻
り　
　

神
祇
不
拝
を
め
ぐ
る
事
件　
　

朱
印
地
の
用
益
と
地
域
社
会

第
四
節　

神
社
支
配
を
め
ぐ
る
競
合
関
係
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五〇八

 
 

神
社
と
別
当　
　

秋
谷
村
の
真
言
宗
寺
院
と
神
職
と
の
争
論　
　

争
論
の
経
過　
　

延
命
寺
末
寺
と
神
社

xi



第
一
二
章 

五一七 

海
防
の
最
前
線

第
一
節　

海
防
意
識
の
高
ま
り
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五一九

 
 

海
防
意
識
と
鎖
国
観
念　
　

寛
政
改
革
と
海
防
問
題　
　

異
国
船
の
来
航
と
海
防
政
策
の
画
期 

第
二
節　

文
化
期
大
名
駐
屯
体
制
の
成
立
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五三〇

 
 

露
英
異
国
船
二
つ
の
事
件　
　

大
名
の
駐
屯
体
制
と
会
津
藩　
　

会
津
藩
の
三
浦
郡
支
配　
　

会
津
藩
の
海
防
動
員
体
制　
　

触
継
・
駈
着
・
台
場
詰
め

第
三
節　

文
政
期
の
浦
賀
援
兵
体
制
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五四八

 
 

英
商
船
ブ
ラ
ザ
ー
ス
号
の
来
航　
　

浦
賀
援
兵
体
制
と
川
越
藩
・
小
田
原
藩　
　

小
田
原
藩
の
援
兵
陣
立
て　
　

異
国
船
打
払
令

第
四
節　

海
防
強
化
と
天
保
改
革
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五五九

 
 

モ
リ
ソ
ン
号
事
件
と
内
憂
外
患
の
時
代　
　

鳥
居
耀
蔵
と
江
川
英
龍
の
海
岸
見
分　
　

鳥
居
と
江
川
の
海
防
構
想　
　

天
保
改
革
と
海
防
体
制
の
改
編　
　

大
名
駐
屯
体
制
と
伊
豆
援
兵
体
制

第
五
節　

弘
化
・
嘉
永
期
に
お
け
る
海
防
体
制
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五七七

 
 

阿
部
政
権
と
ビ
ッ
ド
ル
艦
隊
シ
ョ
ッ
ク　
　

弘
化
期
の
四
藩
駐
屯
体
制
と
彦
根
藩　
　

浦
賀
奉
行
所
の
改
革　
　

洋
式
軍
艦
導
入
問
題　
　

御
国
恩
海
防
令　
　

ペ
リ
ー
来
航
前
夜

コ
ラ
ム　
「
相
州
御
固
図
記
」
の
世
界
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

五九六
xii



第
一
三
章 

五九九 

ペ
リ
ー
来
航

第
一
節　

浦
賀
来
航
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六〇一

 
 

ペ
リ
ー
来
航
ま
で
の
経
緯　
　

セ
カ
ン
ド
・
ガ
バ
ナ
ー
中
島
三
郎
助　
　

ガ
バ
ナ
ー
・
オ
ブ
・
ウ
ラ
ガ
香
山
栄
左
衛
門　
　

知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
ペ
リ
ー
来
航
情
報　
　

ペ
リ
ー
艦
隊
の
沿
岸
測
量　
　

大
統
領
国
書
受
渡
し
の
地
は
久
里
浜
に
て

第
二
節　

久
里
浜
上
陸
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六一七

 
 

応
接
の
絵
図　
　

ペ
リ
ー
の
行
進　
　

応
接
所
で
の
面
会　
　

ペ
リ
ー
艦
隊
の
江
戸
内
海
侵
入
と
退
去　
　

ペ
リ
ー
艦
隊
の
再
来
航

第
三
節　

行
き
か
う
黒
船
情
報
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六三〇

 
 

吉
田
松
陰
の
書
翰　
　

北
条
源
蔵
の
「
浦
賀
日
記
」　　

佐
久
間
象
山
の
書
翰　
　

加
賀
藩
士
泉
沢
弥
太
郎
の
情
報

第
四
節　

庶
民
が
見
た
ペ
リ
ー
来
航
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六三九

 
 「

浜
浅
葉
日
記
」
に
み
る
ペ
リ
ー
来
航　
　

藤
間
柳
庵
の
「
太
平
年
表
録
」　　

鈴
木
藤
助
の
日
記

萩
園
村
和
田
篤
太
郎
の
日
記　
　

狂
歌
の
流
布

第
一
四
章 

六四七 

幕
末
維
新
期
の
三
浦
半
島

第
一
節　

開
国
と
三
浦
半
島
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六四九

 
 

鳳
凰
丸
建
造
に
至
る
経
緯　
　

鳳
凰
丸
の
建
造
と
品
川
回
航　
　

長
崎
海
軍
伝
習
と
浦
賀
奉
行
組
与
力
・
同
心　
　

咸
臨
丸
の
ア
メ
リ
カ
派
遣　
　

xiii



浦
賀
の
艦
船
修
復
場　
　

横
浜
開
港
後
の
海
難
事
故　
　

横
須
賀
村
で
の
外
国
船
修
復

第
二
節　

横
須
賀
製
鉄
所
の
建
設
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六六八

 
 

蒸
気
機
関
設
立
の
計
画　
　

フ
ラ
ン
ス
公
使
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
と
勘
定
奉
行
小
栗
忠
順　
　

ロ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
造
船
所
建
設
の
助
言　
　

日
仏
の
約
定
書　
　

製
鉄
所
工
事
の
開
始　
　

フ
ラ
ン
ス
人
居
留
区　
　

ド
ッ
ク
の
建
設　
　

技
術
学
校
の
設
立　
　

ド
ッ
ク
の
開
業

第
三
節　

旧
体
制
の
崩
壊
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

六九一

 
 

徳
川
慶
喜
追
討
令　
　

三
浦
半
島
か
ら
み
た
戊
辰
戦
争　
　

奉
行
所
役
知
村
々
の
支
配
替
え　
　

横
須
賀
製
鉄
所
の
接
収　
　

浦
賀
奉
行
所
の
接
収　
　

最
後
の
奉
行
土
方
勝
敬
と
与
力
中
島
三
郎
助

神
奈
川
裁
判
所
に
支
配
替
え

コ
ラ
ム　

万
延
の
遣
米
使
節
団
と
横
須
賀
製
鉄
所
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

七〇九

掲
載
図
版
一
覧
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

七一一

参
考
文
献
お
よ
び
史
料
集
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

七一九

近
世
横
須
賀
略
年
表
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

七四〇

浦
賀
奉
行
一
覧
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

七五五

近
世
三
浦
郡
寺
院
・
神
社
・
仏
堂
一
覧
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

七五八

あ
と
が
き

執
筆
分
担

史
料
提
供
者
・
協
力
者

横
須
賀
市
史
編
さ
ん
関
係
者
名
簿

『
新
横
須
賀
市
史
』
発
刊
計
画（
全
一
五
巻
）

索　
　

引

xiv


